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Ⅰ章 防・耐火規定の概要
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注釈
 ● 階数の表現について
　特に断りのない限り、階数については地階を除く階数とする。
 ● 告示の表記について
　昭和は「昭」、平成は「平」、令和は「令」、建設省告示は「建告」、

国土交通省告示は「国交告」と表記する。

注意　
本書のご活用にあたっては、下記事項をあらかじめご了承いた
だきたい。
 ● 本書の内容は、予告なく正誤表などにより変更されることが

ある。
 ● 本書の内容は、本書発行時点での法令等に準じたものである。
 ● 本書の内容は、細心の注意を払い作成しているが、いかなる

保証をするものではない。設計、施工、工事監理等の業務へ
のご活用にあたっては、利用者自身の判断と責任において実
施していただくものとする。

 ● 本書の利用に起因して発生する直接、間接、特別または必然
の損害について、発行者、編集委員会、監修者は何らの責任
を負うことはない。

建物の火災性状
参考資料 ［DVD−ROM収録］
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